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「，：！ 樺」 と ゥム ふ 雜誌 が 出た の は 明治 ra: 十三 年 四月で ある。 自分 達 はこの 雜誌 によって 新しい 文學 運動 を 起さ う と は 

あまなかった。 だが 正直に 云って、 當 時の 文壇に 滿足 はして ゐ なかった。 自分 達 は 夏 目 漱石を 愛して ゐた。 しかし 漱 

石の 弟子と 云 ふわけ でもなかった。 その他で は 同人に よって 少しの ちが ひ はあった が、 獨歩、 二葉 亭 なぞが 好意 を も 

たれて ゐた。 藤 村 を 好きな 人 もあった。  • 

その 時分の 白樺 同人で、 八， た ほ 文學の 仕事 をして ゐる もの、 旣に 故人に はなった が、 文舉 者と して 使命 を^した 人 

なぞ を あげる と、 次ぎの 人々 である。 

. 島 武郞、 有 島 生 馬、 志賀直 哉、 武者 小路 實篤、 木 下 利玄、 園 池 公致、 兒 島喜久 雄、 raf, 見 疼、 長與 善郞、 柳宗悅 

都 虎彥、 等で ある。 年齢順に ならべた。 

それ 等 は^、 蔡習院 出身の 人々 である。 しかし 畢習院 の 出身の 人 計り 集めた わけで はたかった。 それ 等の 人が 友達 

としてつ きあつて ゐ たので、 一 緒に 雜誌を 出す ことにな つた だけで ある。 

世？ i では 我等 を 白樺 派と 云った が、 我等 は训 に、 主義 や、 主張 や、 立場が 同一 だから 一緒にな つたので はなかった- 

各自 自分の 立場 を もって ゐた。 た 5- 友人 だから、 ぉ互に同化する^！は同化しぁった。 しかしち がふ 處は いつまで いつ 

てもちが つて ゐる。 しかし 他の 人から 見たら、 お 樺の 人達に は 白樺の 人らしい 色彩が あると 思 ふ。 しかし ほ分逮 は，^ 


「ft 滩」 の 運動  四 

處ま でも 自己に 忠實 になる こと を 要求して ゐた。 お 互に 議論 もし、 批評 もし あつたが、 お-互の 立場と 側 性 を 尊敬し あ 

つて、 问 j5J になら うと は 思はなかった。 

志 13； と 僕と は 同級だった。 志賀は 僕より 二つ 齢 上だった が、 僕の 級に おちて 来た。 總 平均 は七點 以上あって、 落第 

したの は 志 賀がレ コ ー ドで、 志賀 より 總 平均が よくって 落ちた ものはなかった。 もっと 總 平均 はわる くっても 及第し 

た 人は澤 山あった が、 志賀も 運動 すれば 及第- 钲ゐ は出來 たらしい が、 早く あきらめて おつ こって 來た。 其處で 僕と M: 

級に なり、 一 緖に 文學を やる やうに なった ので、 志賀が 落ちて 來 たの は 白樺の 出来る 最初の 必要 條 作だった かも 知れ 

ない。 だから 志賀が 落ちて 來 たの はお 互の ためによ かった。 志賀も よろこんで ゐた。 - 

僕の 同級で は志賀 の 他に 短歌の 方で 微ぃ た 木 下 利玄が ゐた。 又 途中で 他の 仕事に 人った が、 正 親 町 公和と r ムふ のが 

ゐた。 この 四 人で 囘覽雜 誌 を やった。 それ は 始め 月に ー囘 かニ囘 出した が、 その あとで は 毎週 ー囘 出す ことにした。 

お 互に 遠慮なく 批評し あった。 議論 もした。  *. 

僕達の 囘覽雜 誌を眞 似て 二級 程 下だった 里 見、 園 池、 兒島 達が 叉 囘覽雜 誌 を やり 出し、 それから 义ー っドの 級の 柳 

や 郡が 囘覽雜 誌 を やり、 それ をお 互に 見せ あ ひ、 批評し あって ゐる內 に 白樺の 基礎が 出來 たので ある。 

有 島 生 馬 は 志賀と 仲の い \ 友達だった が、 その 時分 西洋から 歸 つて 來て仲 に 人った。 有 島 武郞は 生 馬 や、 里 見の 

兄さん だと 云 ふので、 その 時 札幌で 農科 大舉の 先生 をして ゐ たが 人って もらった。 長與は 少し あとで 仲 に 加 はった。 

當時 の 文壇 のこと は 誰か 他 の 人が かいて くれる と 思 ふが、 自然 派 全盛 であって、 田 山 花 袋 はし きりと 平面 描寫を 王 

張して ゐた。 藤 村 は 破戒 を かき、 つ いて 二三の もの を かき、 -1 目 漱石は 不意に あら はれて 來て、 僕達 を おどろかし、 


獨歩は 人々 から 賞 讚され 出し、 つぐいて 荷 風が あら はれ、 白鳥 や 青果が 頭 を もたげて 來、 小山 內も 一部に 認められ、 

一 方 鷗外を かついで ゐ たスバ ル なぞが あら はれ、 白 秋の 詩 は その 特色の ある 調子で 人 を 魅し かけて 居た。 

自分 達 はさう 云 ふ 時に、 白樺 を 出した。 つぐいて、 潤 一郎 達の 新 思潮が 出た。 

我等の 創作 はすぐ 世間の 批評に のぼった。 そして 思った より 賞 讚され た" 志賀 なぞ は隨分 早く 認められ.；， 3 勿論、 

その 時旣に 二十 八に たって ゐ たから、 そして 人 「見て も 優れた 短篇 を かいて 發 表して ゐ たの だから 世間が 認める の は 當 

然 でもあった。 僕達 も、 雜誌を 出す 少し 前から 志賀の もの は 認めて ゐた。 

武郞は あとに たって 問題に なった 短篇 や. 「或る 女」 なぞ を札幌 からつ ^いて 送つ. て來 たが、 認められ たの は 僕達よ 

り もお そかった リ 

僕達の 作品が 當 時の 他の 作品の 內に まじって どんた 印象 を與 へた か、 それ は 他の 人の 方が 知って ゐる わけで ある。 

た i.- 自分 達 は 、 殊に 自分 は當時 の 自然主義 には滿 足しなかった。 

花 袋の 主張す る 平面 描寫 は、 僕に は 出来ない こと だけに、 なほ 腹 を 立てた。 僕達 はなんで もい \、 形式 は その 人々 

に そな はった 通りで い \。 自己に 正直に、 自己の 個性 を 生かして ゆけば い、 と 云ふ考 へで、 かきたい もの を 書いて い 

つた。 

僕達 は 特色 を 無理に 出さう と は 思はなかった、 た 自分の 本氣 になって かける もの だけ を 書かう とした。 なんでも 

かくので はない、 自分が 情 熟 を 感じて かける もの だけ を 書かう とした。 其處が 自然 派の 人と. f ちが ひ、 スバ ル 派の 人 

人と もちが つた。 


r,:: 栂」 の述勒  六 

常時^！：然派の立場にぁきたりなぃ雜誌が白棒の他に三っぁった" それ はスバ ルと三 W 文 と 新 潮であった。 それ 

に， もよ せて ™: つの 雜 誌が 合併して 自然 派に 戰ひ をい どむ 計畫を 立てた 人が あつたが、 自分 途 は 自然 派 にも あきた 

りない が、 ス バル 派に も あき 足りない、 どっちに も！： じ 程度に 不滿が あるの だから、 その 仲 ii に 人 る^に はなれな か 

つた。 

北 ハ處 がいつ のまに か 白樺の 特色に なった の だと 思 ふ。 我等 は 特色 を 無理に 出さう と は 思はなかった。 他， の ものに あ 

きたりな いので、 自分で、 自分の 要求す る文舉 をう み 出さう、 それが 僕達の 運動と 云へば 遝 動であった。 

正直 に 云 ふ と 白樺の 同人 は §3 同じ 思想 を 持 つて ゐる わけではなかった。 一つの 小さい 雜誌か ら ともかく 五六 人の 優 

れた 作家 を 出した 點で 白樺の 使命 は 2^ した ことになるが、 その 一 々の 作家に 就て 批評す るの は 僕よりも 他に 適 當な人 

が あるかと 思 ふが、 簡單 にかくと、 有 島 武郞は 學習院 を 途中で やめ、 札幌の iK* 校 を 出た。 札幌の §1^ 舉 校から はいろ 

いろ 特 《^ の ある 人 を 出して ゐる。 その 內 でも 有名な の は 內村鑑 三、 新 渡 戶稻造 等で あるが、 武郞も それ 等の 人の 一人、 

恐らく 最後の 一人と 云っても い、 ので はない かと 思って ゐる。 擧校を 出てから 米國に ゆき、 いろ/ \> の 經驗を 5£ たこ 

と は 彼の 著作 を 見れば わかる ことで ある。 今一 々それ を 吟味す る収を もたない が、 米國で精祌^^の^？院に っとめてゐ 

た 時、 今迄 熱心だった キリスト教に 疑 ひ を はさみ、 それから トルストイ、 クロポトキン なぞの 影響 をう け、 I？ 年 は マ 

ルク ス 主義の 影響 をう けた かと S 心 ふ。 

米國 から 歐洲へ 旅行し、 C 樺の 出る前 年に 日本に 歸 つて 来、 母校で 英語の 先生 をす る ことにな つた。 舉問 のあった 

點で夏 目さん の 後 雛 者と 云へ るかと 思 ふが、 性格 や、 蔡 問の 範 阐は隨 分ち がって ゐ たやう に 思 ふ。 有 武郞は 稀に 兑 


る M 面目な、 親切な、 優しい 男だった、 そして かく もの は 少し 概念的な 所が あつたが、 かく 意味が はっきりして リ g ん 

で损 する やうな 作品 は 一 つも か」 なかった。 どれ も 意圖が はっきりし、 全力 的であった。 文體 もしつ かりして、 

があった。 ものの 見 かたに 型が あつたが、 自然 描寫 も、 人間の 心理 描寫も 共に しっかりして ゐた。 北海 近と か、 ァメ 

リカと かの 背景 は 彼の 作品 を 多彩に した。 

世間から 認められる こと は隨 分お そかった が、 一度 認められ ると、 彼の 舊 作まで 人々 は 今更に おどろいて：； 3^ た。 本 

能 的な 所が 少し 足りない と 思った が、 細^ を 失った 時 かいた 「死と その 前後」 に は その 缺點 はなく、  分^ 込んで か 

いてあった。 最後の 人妻との 死 も、 僕達 を 驚かした が、 しかし 武郞 らしい 爲 面目 さがあった。 武郞の  一 ^の- 2： で 现へ； 5 

に囚 はれす、 本能 的な 唯一 の 行動であった かも 知れない。 

彼 は又畫 をよ くし、 彼の 旅行 中の ぺ ン畫 なぞ、 屮々 味の い k ものである。 彼の 作の では 「ある 女」、 r 宜首， 1、 「力 

インの 末裔」、 「小さき 者へ」 等々 澤 山の よき 作品が ある。 小說 にも 脚本に も 優れた ものが 澤山 ある。 その他、 イブ セ 

ン、 ホイットマン、 ミレ ー なぞの 研究 も あり、 彼の 趣味と 頭の よさ を 示して ゐる。 

有 島 生 馬 は 武郞の 弟で 畫 家の 方が 本職で ある。 小說 にも 中々 い k ものが ある。 彼 は 畫，； 1^ である 前に 少年 詩人で も あ 

つた。 小さい 時から 才能が あら はれ、 舉習院 でも 評判だった。 學習院 を 途中で やめ、 外國語舉校で^太利；？^叫をならひ、 

藤 島 氏に ついて 畫を學 び、 フランスに 出かけた。 歸 つて 二 科會を 起した こと は 人の 知る 所で ある。 近. S あまり- 乂 的 

仕事 をし ないやう だが、 今後 又 面 {2 い 仕事 を發 表す る 時が あるで あらう。 

里 見 哮は生 馬の 又 弟で ある。 兄弟の 內 三人が そろって 日本の 文藝 のために 働き、 各々 特 を 出し て ゐる點 で 珍ら し 

「<:1 ぎの 述動  七 


r.u 稱」 の 5^ 勒  八 

い 兄お と： -ム へる。 m, 見 は小說 家と して、 他の 兄弟より すっと 蘇 人肌の 處が ある。 彼 は 文章に 巧みで、 眞心 をと き. 「多 

情佛 心」 を かき、 「安城 家の 兄弟」 その他 を かく、 彼 はへんに 正直な 男で、 才が あるが、 つくりもの はか、 ない。 何處 

かに 自分の 生活 を かき、 自分の 主觀を かく、 彼に •： 一！^ 敎 的な 處ゃ、 折：： 學 的な 處は 求められな いが、 彼の 知って ゐ る範圍 

の 生活 を か k せば、 類のない もの を かく。 彼 は 舉習院 を 出た 後、 帝 阈大舉 の 英文科に 一寸 席 をお いたが、 すぐ やめて、 

文 舉尊鬥 で 立って ゐる" 脚本 も いくつか かいて ゐ るが、 小說の 方が 純粹 で、 又 本氣な 仕事が ある やうに 思 ふ。 脚 木 も 

舞裹に のぼせる と 面白く よく かけて ゐ るが、 小說の 方に なほ 適して ゐる やうに 思 ふ。 花柳界に 村 をと つた ものが 多い。 

しかし それ は 美化され てはゐ ない。 人間の 世界と して か、 れてゐ る。 

志贺 y 哉 は 多くの 優れた 短篇と、 一 一三の 長篇を かいて ゐる、 彼の 作品 は 量 は 多い と は 云 へない が 質 はす ぐれて ゐる。 

彼に ついて、 自分が かいた ものが あるので、 それ を こ、 にかいて おく。 

「志 賀は 思想家の タイプで も、 學 者の タイプで もない。 彼 は 小說家 だ。 志 賀の話 はいつ も その ま 、優れた 小 說的描 

寫に滿 ちて ゐる。 支那に 旅行して 歸 つて 来た 時、 支那の ある 料理屋の 話 を 聞いた が、. すぐれた 描寫 になって ゐた。 觀 

察が 緻密で、 多角的で、 描寫が 的確 だ。 自分で は小說 風に 話して ゐる つもりで はない が、 ものの 見方が さう 出 來てゐ 

る、 生活 や 見方が 小說 家と して イタに ついて ゐる。 …… 志賀の 小說は 目の 小說 ではない。 實に 見て ゐ るが、 心が 伴 は 

すに は 見て ゐ ない。 だから 單 なる 見 閒記は 彼に はかけ ない。 自分の 經驗 した ことで ない とかけ ない。 志賀が 見る の は 

外見で はない。 其處 にあら はれて ゐる 人間の 心の 動き、 境遇、 生活、 運命、 その上 それにた いする 價値判 斷が加 はつ 

て ゐる。 だから 見物で なく 觀 察になる の だ。 其處で 小說が 生れる わけ だ。 …… 觀 察と 生活が とけあ ひ、 結びあって、 


お に 助け あ ふ點で 志賀の やうに 渾 然として ゐる 作家 は 少ない と 思 ふ。」 

志賀の 趣味、 神經、 價値 判斷、 それ は 志賀の 生命に とって 切り はなせな いもの だ。 彼 は客觀 的な もの を かき、 自己 

に はなれた もの を かくの が 一 方 好きら しいが、 しかし 自分が 經驗 しない もの は 一 つも か、 ない と 思 ふ。 其處が 彼の 强 

味で あり、 その 眞實 さが、 白樺 派の 特色 をな して ゐる" 

長 與善郞 は H 本人と して は 珍ら しい 作家で ある。 彼 は 東洋 的な もの を 愛し、 東洋人 趣味 を 多 3ー も にもつが、 描寫 や、 

ヱ ネル ギ I に 幅 廣ぃ處 が ある。 彼 は 複雜な もの、 深い もの を かく、 彼 は 一面 思想家で ある。 その 點、 以上の 人の. z: で 

は 有 島 武郞 に似て ゐ るが、 もっと 本能 的で、 皮肉で ある。 ものの 裏面 を 見る。 表面 も 見る が、 裏面 も昆 のがさない。 

彼 はカ强 いもの を 愛し、 又 老子 風な 考へ方 や、 見方 を 愛する。 彼 は 多くの 小說と 脚本 を かいて ゐる。 長篇の 方が 寧ろ 

得意と 思 はれる が、 短篇に も 中々 い、 ものが ある。 ュ ー モア や 皮肉 を もって ゐる點 で 他の 以上 あげた 白樺 派の 人々 と 

ちが ふ 特色 を もって ゐる。 日本で もし ァ ンナ. カレ-一 ナの やうな 大きな 描寫の 出来る 人 を さがせば、 長與 より 他に は 

ない と 思 ふ。 長與の 仕事に はいつ も 謎が ある。 大きな 仕事 を 仕出かし さうな 氣合を 見せる 點で HI 本で は 類が 少ない と 

思 ふ。 自己の 生活と 考へを 持って ゐる。 

木 下 利玄は 和歌 專鬥 である。 その 方で 彼ぐ らゐ、 自分の和歌を磨きに磨ぃた^i^vJ知らなぃ。 彼 は 命で 死んだ が、 

彼の 仕事 はかつ ちりして ゐる。 必す 後世に 殘る であらう。 始め 婉な もの をつ くるの を 好んだ が、 つ いて 子供 を 一二 人 

失 ひ、 自分 も 肺 を 病み、 死と とつく む やうに なって、 彼の 作品 は 凄味 を 加へ た。 彼 も，：：： 樺の 作家と して、 眞資を 愛し 
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柳.： ポ 悅は创 作家で はない。 しかし.！：： 樺の 特色 を はっきりした 點で、 彼 は 尸、 いに 働いた。 彼の宗 敎に關 する^- 乂、  0 

術に 關 する 論文、 ブレ ー ク等 についての 研究 は、 白樺 派の 存在 を はっきり させ、 多くの 人々 に 感化 を與 へた。 

兒 岛甚久 雄の 美學 や、 美術に ついての 論文 も 白樺 派の 矜り とすべき である" 被 は 十二 三の 時から 寮が うまく、 祌- 就- 

の おもかげ があって 我等 をお どかして ゐ たが、  美學を 專攻 して、 その 勉強と、 頭の よさと、 皮肉と、 ュ ー モアと 純 

は 珍ら しい 男 を 築き上げて ゐる。 H 本で 世界的な 美術 批評家と して 隨ー の 力 を もって ゐる やうに 思って ゐる。 

郡 虎彥は 鬼才 風の 男だった が、 短命だった ので、 五六の 脚本に その 特色 を 見せて ゐる だけ だが、 ^しい である。 

.0 禅で は變 り^の 才人 だが、 モダ I ン 的な 味で は 一寸 類のない 男だった。 ドラン や ピカソと 本 常に 仲よ く 出來、 恐ら 

く フーフ ン スの 新しい 文學者 や、 藝術 家と は 同等に 仲よ くつき あ ひ、 お 互に 感化し あった 少數の 人間に なって ゐ たらう 

と ふ。  - 

さて どん尻に、 武者 小路 實 篤が ゐ るが、 之 は 自分の こと だから、 書きい、 やうで かきに くい。 自分の ものの 批評 は 

他の 人に 任せたい。  ，  . 

しかしよ く 自分 は 何が 一 番 自信が あるの かと 人に 聞かれる ことがある。 

「楠 正 成」、 「人間 萬歲」 と 僕 は 云 ふが、 しかし 「楠 正 成」 にも 好きで ない 處が ある。 場面と 場面の 變 化の 仕方が 單 

調な 處が ある やうに m 心 ふ。 日本で 本當の 意味の 悲劇ら しい もの を かきたく つ て かいた もの だが、 何處 まで かけて ゐる 

か、 それ は 他の 人 ■ に 任せる。 「人 問 萬歲」 は 喜劇で あり 狂霄 である。 僕の ものに は 狂 f 一一：； 風の ものが 多い。 之 は 僕で な 

いと かけない ものと 思 ふ。 現代 物で は 「愛慾」 とか、 「運命と 港 をす る 3?;」 なぞ まあ 上げて い、 もの かと 思 ふ。 小說 M 


では 世 では 「幸福 者」 を あげる が、 事實 さう かも 知れない が、 僕 は 「第三の 隱 者の 運命」 により 大きさ を 認める が、 

之 は { 公 想 的で 缺點も 多い かも 知れない。 その他 「耶蘇」 や、 感想で は r 暝想」 (新潮 社で 出した 本で は 「人生 を 斯く考 

へる」 になって ゐる、 後半 は 「自然、 人生、 社會」 にの つて ゐ る。) その後、 十 幾つの 詩と、 十 許りの 一幕物 は 自分 

で 好きで ある。 それが 何々 か は 一 々あげる の は 厄介で ある。 

〇 

倘ん のこと は その 位ゐ にして、 白樺の 運動 はどう 云 ふ 使命 を 持って ゐ たかを、 一寸 かきたく W わ ふ。 

「，u 樺」 の 出た 時 は、 s 本の 文壇の 主潮 は 自然主義であった。 そして 一方 夏 目漱石 派が あり、 森^ 外 を 中； とした 「ス 

バ ル」 が あり、 藝術 派と も 云 ふべき 人が あった。 

自然主義 のこと は 他で 誰かぐ かくと 思 ふが、 僕達が 自然主義に あきたり なかった の は、 かく 動機が 我々 とちが つて 

ゐた點 である。 つまり 何 を かくべき かにつ いて 考を 異にして ゐた。 僕達 は 一 部の 人から は 人道主義者と 呼ばれて ゐた 

が、 書かない. では ゐられ ない こと を かく こと を 使命に して ゐた。 理窟 はどうで も かきたい こと をすな ほに かくの が 一 

桥ぃ、 と 思って ゐた。 かきたく たるの は 個人の 意志で はない。 我々 に 仕事 を させたがる 本能に 忠實 になる、 それが つ 

まり 一番い 、と 思って ゐた J 

文學は 元來、 か \ ねばならぬ もので はない。 か、 なくって い、 ものな ので ある。 文學 はかきたい からかく もので な 

ければ ならない と 思って ゐる。 我等 は 文 寧を樂 しむの も、 讀 みたい からよ むので、 他に 理由 はない。 

しかし 我等 をして かきたく させる もの は 何 か。 又 我等 をして、 文學を 愛させる もの は 何 か。 この 何 かに 忠實 になら 

rc 梅」 の述動  二 
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うと 云 ふの が 我等の 運動 だと も 云 へる。 

我等 は殆ん どす ベて 食 ふこと に は 困らなかった J だから 金の ため、 食 ふために 文樂を やる 必要はなかった。 文み を 

愛する ために 文樂を やった。 なぜ 文舉を 愛する のか。 それ は 文學を 愛する 本能が あるから と 思 ふ。 

その 本能に 出来るだけ 忠實 になり、 その 本能 を滿 足さ せる ために 我等 は 筆 をと つたの だ。 だから. E 樺の 運動 をと く 

に は この 本能 を 理解す る ことが 必要な ので ある。 

しかし 我等 は 同じ 主義に 立って 仕事 をした 仲間で はない。 だから 同人の 內には 僕 等と 考 へがい く 分ち がふ 人 も あつ 

た。 しかし， nt: 派と 見られる 人 は、 いく 分 程度の 差 は あると しても、 文 學を熟 愛した、 そして 自己の 藝術的 ft{ 心に 忠 

實 だった。 

孔子の 言葉に 「小人 は 同じて 和せ す、 君子 は 和して 同ぜす」 と 云 ふ 一一 一一 口 葉が あるが、 我等 は 君子 かどう か は 知らない 

が、 お 互に 尊敬し、 仲よ く 仕事 をして ゐ たが、 同 一 色に ならう と は 思はなかった。 自己に 不忠 實な人 は 一 人もゐ なか 

つた。 iiM、 自分め 世界 を もち、 その 世界に 入り こんで 仕事 をした。 だから 隨 分ち がふ 味の 仕事 をして ゐる。 しかし 共 

通點が あると すれば、 自己に 忠實 に、 自分が 滿 足す るまで やまない 力に 支配され て 仕事 をした 點 である。 しかし 自 s 

に忠實 になる と 云 ふこと は、 自己で 終る ので はなく、 自己 を 通して 人類の 意志、 自然の 意志 を あ ふ.^ ささう と 云 ふの 

である。 

〇  . 

我等の 文學 上の 立場 を 理解す るに は、 人類が 全體 として 生長し よ う とす る 意志が あ る 事實を 認め る ことで ある。 


我等 は 人類が なぜ 生じた か 知らないが、 人類 は 日々 賢くなら うとして ゐる こと、 どこまでも 生長しょう として ゐる 

事實を 認める。 一 つの 眞理を 知る もの は それ を 他人に 知ら さたいで は ゐられ ない。 一人の 人が 本當に 知った 眞理は 同 

時に 人類が 知った 眞理 である。 そして 人類 は 眞理を 知る ことによって、 その 眞理 を實際 に 生かす ことによって 進歩す 

る。 地球が 球 だと 知る 時、 人 は 西へ 向って ゆく ことで 東洋に 出られる こと を 知り、 歐洲の 人 はァメ  カを發 見した。 

一人の 人が 蒸 氣のカ を 知れば、 汽車 や 汽船 はやが て 生れる。 一人の 人が 本當 に經驗 した こと は 時に 他人が 經驗 した 

ことにた る。 文舉 の祕密 は其處 にある。 

1 人の 人の 經驗、 又は 心の 動きが 一 人で 終 はらない、 人類 全體に それが 傳 はる" 其處で 文學が 生れ 得る。 作家 は自 

分の 心の 動き を 人類 全體 にった へたい ので 仕事 をす るの が本當 で、 それが 人類 全體 にった はらな いのは * 力の 不足 を 

意味して ゐる。 しかし 力 は 足りないでも、 その 本能が 作家に 仕事 をさせる の だ。 

だ か ら 人類 全體 にった へる に 足る もの を かきたくない 作家 は 本當の 作家と は 思 はない。 そし て實際 に 於て その 能力 

の 程度が、 その 作家の 價値 をき める の だと 思 ふ。 

だから 我等 は 自分の こと を かくに しろ、 他人の こと を かくに しろ、 ある 事件 を かくに しろ、 その 書く 動機 は 人類 全 

體に 自分の 心の 動き を傳 へたい 本能に 支配され てゐる ことが 必要で、 それ を 意識して やる ので は淺 い、 もっと 本能 的 

である こと を 必要に する。 

敎訓的 創作 は 淺薄を 意味して ゐる。 もの を 都合よ く兒る 傾きが あるし、 かく 前に 成 心が あると、 どうしても かく も 

のが ほんた うでなくなる。 讀む 人間の 心が 自由自在に 動かない し、 成長 出来ない。 さう 云 ふ もの を讀 むと 頭が 窮屈に 
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たる。 

無心な 處 のたい 作" i は 面 n くない。 根が 無限に 達して ゐな いと 面お くない。 

€11 然 は 無 限 の 根 を も つ て ゐ る 。 ど ん な 小 さ い 草 で も 、 そ の 根 を 通 し て 吸 收 す る も の は 無 ^ の 味を も つ 生 命 で ぁ る * 

一つの 草花に も 無限の 味が あるの は、 それが 意識的に 生命 を かぎって ゐ ないから だ。 

我等の 尊敬す る 作品 は 無限な 味 を もつ 作品で、 根が 吸 ふ 源が 人工的な 作品で はない。 見かけの 不自然 はい、 が、 极 

の 不自然 は 困る。 

たと へば ブ レ I ク の畫の 如き は 不自然と も 云 へる ものが ある。 だが その 想像力 は 意識的で はたく、 無限な^ からく 

る。 書く ブレ ー クが 全心 全身で かいて ゐる。 少しも ごまかしがない。 生命の あら はれ だから、 そして ブレ ー ク の倘^ 

を 通した リヅム が 鳴り ひ いて ゐて、 其處に 生命力が さながら にあら はれて ゐる。 だから それで 十分な の だ。 いくら 

本當 らしく かいても 拫が あさく、 思 ひっきに すぎない もの は 我等の 心 を 打たない。 

一時的に は 人 をお どかせても、 それ は 一時的に すぎない。 底が わかった 人に は 魅力 はない。 我等の 求める 文舉 は、 

人類が 求めて ゐ る文舉 だ。 我等の- 5： にある 人類 的 本能 を 喜ばす もので なけれ ば な ら ない。 

だから あまり 個人的な もの は 我等 を よろこばさない。 一人 わかり は文擧 者に と つ て 最も 恥づ べき こと だ。 

我等 は 我等の に^く、 人類の 一一 一一 口 薬 を 出来るだけ 具體 的に はっきり かきたい。 

〇 

JK 達が 文舉を やる E 的の 一 つ は 人類に 自分の 心の 動き を 刻み 込みたい、 そして それ を 見る 人に 愛 を 送りたい し、 そ 


れ を 見る 人の 愛 を 受けと りたい 點だ。 

僕達 は 出来るだけ 本音 を はきたい。 他人に なって 愛される より、 自己に なり 切って 他人に 嫌 はれる 方が い" とも m 心 

つて ゐる。 だが 嫌 はれる ために 文學を やる ので はない。 人類から 愛された いから 文舉を やる の だ。 だが 生長し 切って 

ゐ ない 個人に 嫌 はれる こと を 恐れて は、 心 ある 人に 愛される こと は 出来たい。 

我等 は 出來 る だけ 本 昔 を はいて ゆきたい の だ。 我等に 本音 を はかしたがって ゐる ものが ある こ と を 自分 達 は 信じて 

ゐ るの だ。 

偵 人 は、 個人に 與 へられた 寶を 出来るだけ 立派に して 地上に 生かして、 そして 死んで ゆく こと を 人類 は んでゐ る- 

モ丄が 僕達の 信仰 だ。 稻は 最上に 實る こと を まれて ゐる。 最上に 實 つた-和 は滿 足して この^が 去れる、 - 射に は 意識 

はない かも 知れない が、 滿 足した 氣持は あるか も 知れない。 少 くも 人 問 は、 人類に 役に立つ もの を 自分が 持って ゐれ 

ば、 それ を 殘らす 地上 に 生み出す ことが 必要た の だ。 

だから 文 寧 者 は社會 から 迫害 されても、 最上の 作品 を 地上に のこして ゆきた くなる の だ。 乞食に なっても、 い、 詩 

をの こしたい。 それが 詩人の 願 ひで あり、 人類が 詩人に 命じて ゐる 命令で ある。 

この こと を 本當に 知る もの は、 我等だった の だ。 白樺の 人 以外に、 この こと を 本當に 知って ゐる 人が、 常時 はゐな 

かった の だ。 今でも この こと を 知って ゐる人 は 存外 少ない。 

萬 葉 集 は なぜす ぐれて ゐ るか。 本音 を はいたから である。 意識 はしたい でも 本能に 純粹 にたれ た。 云 はたいで ゐら 

れな いので 云った。 熟し 切 つて 始め て 木 か ら おちた。 

「白 樺」 の述 n  1 五 


r,z:  J^」 の？^^  -,, 

ヱ ヂプト や ギリシャの 彫刻 は資 にす ぐれて ゐる。 今の 我々 が 見ても 感心し 切る。 之 は なぜか、 C 取 も. 化-: に、 人類の 

意志に 從 つて 仕事 をした からで ある。 藝術的 本能 を實に 純粹に 生かした からだ。 この 本能 を 無視して い" 作 をつ くら 

うと Bi3 つても、 それ は 出来ない。 たまに 出来た としても、 それ はすぐ あきられる。 不純な 所 はくさり やすい。 

C 

-乂學 fi 座に かう 云 ふ ものの 云 ひ 方 はよ くない かと 3 ャか。 しかし この 講座の 讀者は 文舉に 就て 智識 を もって ゐる 人々 

だから、 ^流に かいても 分って 戴ける と 思 ふ。 しかし 出来るだけ、 全體を 見通して、 わかりやす くかいて 見ようと m 心 

ふ 0 

〇 

は文擧 はいろ./, \ 人 問が ある だけ、 いろ/ \ の文學 があって い、 と 思って ゐる。 だから 自然主義の 文舉 でも、 口 

マン チックな 文舉 でも、 プロレタリアの 文舉 でも、 決して わるい もの 計りと は 思 はない。 その 人が さう 云 ふ もの 切り 

か，.^ ない 人 だったら、 さう 云 ふ もの を かけば い \ と 思 ふ。 文學は その 人に 許された 材料 を かくの が ； 番ぃ、 の だと 思 

ふ。 自分に 書く こと を 許されない 世界の こと は 他の 人に 任せれば い、 と 思 ふ。 どんな 村 料で も その 人が 人 il である 以 

上、 その 人が 本 當に思 ひ、 本 當に考 へ、 本當に 感じた こと を、 ムダ なく、 空虚な 處 なく、 噓 なく、 正直に、 純 粹な文 

章で かく ことが 出来れば、 それが 立派な 文學 になる と 思 ふ。 た^その 人が 生長して ゐ ない 人 だと、 ものの 見方、 感じ 

方が 未熟で、 よむ ものが はがゆ さ を 感じる" さう 云 ふ もの は、 讀む 人が いやがる の は 仕方がない。 我等が 文學 をよ む 

の は、 喜びたい からで、 はがゆが つたり、 つまらなかった りしたら 讀 みたくな いのが あたり まへ だ。 自分の 知らない 


こと を 知って ゐ たり、 自分より 頭が よく 動いて ゐ たり、 する もので ない と讀 みたくない。 

かく 者が、 讀 者より 頭の 動きが 鈍かったら、 讀 者に 輕 蔑され るの はやむ を 得ない。 だから 自分が かく も？ に對 して 

は、 他の 誰よりも よく 知り、 よく 考へ、 よく 見て ある ことが 必要 だ U そして それ 以上、 これ 等の ものが よく 融け 合 ひ- 

そして  かいて  ゐる 人の  リヅ  ム が 有機的に 生きて ゐな いといけ ない。 

讀んで ゆく 內に 文章 を 忘れ、 時間 を 忘れ、 處を 忘れ、 か、 れた 世界に 人り こんで しま ふ。 これ だけの 力が 必要 だ。 

中 に は 文章 の 調子の 高さ、 香りと 云 ふ もの を 感じさせ る もので い- - もの も あるが、 その 時 も 大事な の は 心の う ご き で 

ある。 

文 舉は頭 を 動かさす に はかけ ない もの だが、 同時に 心の 動きが 必要 だ。 頭 や 心が よく 動いて ゐる もの をよ むと， 我 

我の 頭 もよ く 動き、 生々 して 來、 新鮮な 感じ をう ける。 新鮮な 生々 した 感じ をう けない 文舉 は、 文舉 としての 惯 値が 

ない。 少 くも 價 値が 少ない。 

樺の 人 はさう 一 ムふ考 を もって ゐ るから、 各自、 自分が 一 番 よく 知って ゐる こと、 一 番强く 感じ 5：： る こと を 書か-つ 

として ゐる 0 

何でも かくと 云 ふので はなく、 一番 自分に ぴったり かける もの を 書かう として ゐる。 

白樺の 人 は 殆んど 全部、 食 ふこと に 困った ことがない。 少年 時代に 於て、 頭の 一番 かたまる 時代に 於て、 何事の 印 

象 も 一番 强く 感じる 時に 於て、 食 ふこと に 困らなかった〕 それで， ：！： 樺の 人の かく もの は、 食 ふに 困らない 人が 多い。 

r,:II 權」 の 速 動.  1 七， 


「.IZ 棒， 一 0  0  一 ，， 

だか らへ A ふ - 一 とや-卒^ I たんで 始め て本氣 になれ る ことが 彼等の かく ものの 小： 题 にたり やすい。 勿論、 彼等の かいた 

ものの にも、 ^に 武郞の もの なぞに は勞 働お や、 放浪 人が 出て くるの が あるが、 武郞は  一！^,:: 枰の 人と して 生長し 

たので は たく 獨立 して 生長し 切った あとで，：：： 摔 の 仲間に 人った の で 、 C 樺の 他の 人と は少— かきかた を 3^、 にして、 

部から： て もの を かく ことが いくらか 出来る 1^ だった かと 思 ふ。 其 處が 彼の 作 をい く 分 槪念的 にさせた。 

ni: の 特色 を 最もよ く 出して ゐる 人々 は、 人 を 外から かくより は、 うちから かく ことに 苦心 をして ゐる。 ，nt; の 

人達 は 赏感と 云 ふ もの を 大事に して ゐる。 實感を もたない こと は 何 一 つ 書かない やう： ぼ 意して ゐる。 

.Z:-.E 的の 眞實、 一， てれが 大事な こと を 知り、 そして 不確寳 な こと はか" ない、 其處 に，：：： 樺の 人の 藝術的 良心が ある わ 

けで ある。 

彼等 は 食 ふために かく 必 要が な かった だけ、 時代 ゃ社會 に 要求され て かく 必要がなかった だけ、 3 分 の 藝術的 良心 

を 大事に した。 それに 背く こと を 何より 恥と した。 

描 1：：：? に- 2： からかく のと、 外から かくのと ある。 內 からかく の は、 出て くる 人物の 一一 一一 なぞ も-^ から 必然に 發 せられ 

る もの を かかう とする。 たと へば 或る人が 或る 場合に 限り 或る 言葉 は發 せられる。 それ を 外から かく 時 は、 その 人の 

一" ム はれた 言葉 を、 かう 云 ふ 場合、 かう： -ムふ 時には、 こんな こと を 云 ふだら うと 机の 上で 考 へて かく。 しかし 內 からか 

くもの は、 身 SI 身が 其 處にゐ て、 思 はす 云 ふ 一一 K 葉 を かかう とする。 實感 から あふれた 言葉 を かかう とする。 武郞 さん 

の ものに は 時に 外から かいたら しい 首 薬 が ある。 しかしお 樺の 他の 人達 はさう  ー* ムふ 言葉 は 出来るだけ 出さたい やうに 

注意 して ゐ る 。 志 I. 只た ぞ は そ の い、 例と M ふ。 


實感 にない こと を かく こと は 自然に 背く こと？ やうに，：： 樺の 人 は m 心つ てんる。 ，：1禅 の 人 は 嘘ら しい こと を かくの は 

おそれない、 僕なん か隨分 出たら！：： を かく、 だが 云って ゐる こと は眞 から 少しで も はなれる こと を 恐れる。 其處に 

摔の 人の よい 所が ある。 

他の 人の もの をよ むと さう 云 ふ點、 武郞以 h 何 も 無 神經な 人が， \ク く、  ：m になる ので ある。 

〇 

實感は 先天的た ものである。 先-人的な ものが 後： 大的 たものに 出あって 發 する 感じ だと も： -ム へる かも 知れない。 感じ 

る の は自 ，」 であるが、 自己 をし て さ う 感じさ せ る の は d 然で ある。 その 感じ, - J そ 無限な 生ん i: か ら あら はれる もので あ 

る。 だから 一ての 寶感を いつはる こと は、 自然 を いつはる ことになる C 

苦しい 時 は 苦しい し、 嬉しい 時 は しい。 その^し さ しさに もい ろく ある。 そのいろ くさの-ゆ，：：^ を 知， る處 

に、 人 の 面白味が ある。  - 

どうで もい  こと はどうで もい- 1 0 ど-つで もい、 こと はかいても か、 ないでも、 どうで もい、，^ 俟 はどう でもよ 

くない こと を かきたい。 か 、ないで は ゐられ ない こと を かきたい。 少 くも 本 常にな つて かける こと を かきたい。 職 衆 

意識で は 一 行 も かきたくない。 叉實感 出来たい こと は 一 行 も かきたくない。 かく 以上 は.！： ：！ 分で 本 常に 感じた こと、 又 

經驗 した こと、 义 生きた ことが かきたい。 

北ハ處 にこ そ 無限の 味が ある。 

我等が 5^ 子 一 生の 仕事と して ケ、 學に 志した の は、 ，：：：然の^^脉ぃ心、 人 のおし 心、 人 の 本 昔 を 少しで も 地に にあ ふれさ 


「c  ハ述勒  二 〇 

したいから だ。 そして 生きた 人間の 心に ふれたい からだ。 

人^の：.^.^ を はっきり させ、 人間の 要求 を はっきり させたい からだ。 ，n 樺の 運動と；. ム へるなら、 この 要求に，： I つて 

進んだ 點を あげる ことが 出來 ると E ャか。 お 樺の 人達 はプ 口 レタ； ァ ではない し、 又プ 口 レタ" ァ になりたがって もゐ 

ない。 しかし 人に はたりたがって ゐる。 本當の 人間の 心 もち を かきたく m 心って ゐる。 又 人^が どう 云 ふ 生活 を 愛し、 

又 どう 云 ふ 意志に 支配され て 生きて ゐ るか を 示したがって ゐる。 勿論、 之 も 人に よって 程度が ちが ふが、 d, しに. 正直 

になり、 自己 を 本當に 生かさう として ゐる點 に 共通が あると 3 ャか。 

〇 

c: 樺の 人 は社會 や、 政治の ことに いくらか 冷淡す ぎた から、 その後に、 社會ゃ 政治に 熱中す る 文舉が 出て くるの は 

順序と して 當然 かも 知れない。 しかし 樺の 一番の 長所 を 無視して ゐる。 だから {!: 樺の まいた 種 は 今後 本當に はえ 出 

して、 次ぎの 文壇 をい：： 領 すると 云 ふこと も 想像し 得る ので ある。  . 

個人 は輕 蔑され、 叉 無視され て おとなしく 引 こんで ゐる もので はない。 又 人類が 多. くの 侧人倘 人に わかれて ゐ るの 

も 無意味で はたい。 個人が 個人で あると 云 ふこと は 面 a い ことなの である。 この 面白さが わからな いものに は 人生 は 

わからない。 侗人を 手段 視し、 奴隸視 する もの は 罰 をう ける であらう。 個人の 面，：： さは、 人類の 瞥： 富 さ を 示し、 人類 

が 如何に 調和して 大きく 生長す る もの かと 云 ふこと を 示して ゐる。 理窟で もの を 見る 小つ ぼけ 頭に はこの こと はわ か 

ら ない。 

文 學の價 値 は、 個人の 價 値と 正比例す る。 倘人倘 人と しての 使命 を もたないなら、 文 藥と云 ふ もの は 下らない もの 


になる。 最大 文學 者の、 ゲ ー テ、 ホイットマン なぞ、 いかに 個人と して 生きた か。 

^人と して 立派に、 完全に 生きた ものから のみ、 本當の 文舉は 生まれる。 侗 人が 發 達したい 處に はい、 文學は 生ま 

れ ない。 

〇 

,H 樺の 運動 は、 自然の 意志、 人類の 意志 を 尊重して、 個人が いかに 生きるべき か を 探究す る遝 動な ので ある。 この 

こと を自覺 して ゐる人 は 少ない かも 知れない が、 白樺の 人が 何よりも 實感を 鬼ん じ、 a 呉 心 や、 眞. 實を 愛し、 岬虹 を 嫌つ 

たの は そのため である。 

もの を 感じる の は 結局 侗人 である。 人 II は 社會的 動物で も あり、 又 人類 的 本能 ももって ゐ るが、 人^が 人 ii である 

ために、 どうしたら い、 か を 本 當に考 へる の は、 矢張り 個人で ある。 個人 を * 礎に しないで は 何事 も 出来ない。 本 を 

よむ の も 個人で ある。 百 人で よんでも、 それ を 理解す るの は 個人個人で、 その 個人の 受け 人れ る 力に よる。 

人類が 生長す るた めに は 先づ第 一 に 個人の 生長が 必要で ある。 個人 を 生長 さすた めに は 自が 自分の なすべ きこと 

をす る ことで、 自分に 出来る 範圍で 最上の 仕事 をす る こと だ。 

それが 出来ない では、 人 n が 偶人 個人に つくられ たこと は 計算ち が ひになる。 しかし 俊 はさう は 思 はない。 僕は恫 

人 は^ 人で ある ことが 面白い し、 又い \ こ とだと 思って ゐる。 

ぬ 人が 自已 を-.^ しく 生かす と 云 ふこと は どんなにい 、 ことか、 個人 を 曲げる こと、 個人の生長を^！^する ことが どん 

なに 恐ろし い ことか、 本當に 知つ て ゐる人 は 少ない と 思 ふ。 

r,:n 棒」 の 運動  .ー 二 


义 ゅは倘 人の il^ だか-り..^,：: いの だと 心 ふ。 だから 孔子の 一- ムふ 「和して M ぜす」 が、 個人： 1： 志の 想に なり. そし 

て义 文^の あらゆる^ 類が „ ^ハ存 する ことが 美しい こと を 意味して ゐる。 

文^ は 諭 もがよ またければ ならない もので もな し、 乂か、 なければ たらない もので もな く、 かきたい 人が かき、 よ 

みたい 人が よみたい. S: によむ、 北ハ處 が文學 のよ さで あると m 心 ふ。 そしてい ろ/ \ の 文學が あれば、 よみたい.^、 ：桥 

n., 小に ぴったり する ものが よめる わけ だ。 

,;:!|： の 人 迷 は その つもりで 仕 _9 ^をして ゐる。 讀 みたい 人が よんでくれ、 ま： んで くれる 人 が^んでくれ、 ば それでい 

い。 た-、 作 {豕 として は 出來る だけ 多くの 人の 心の 一番 奥に ふれたい と m 心って ゐる。 

〇 

た 體 以卜： で，：：： 樺の 文學 はどう-. ムふ 種類の 文學 かわかつ たかと W 心 ふ。  . 

まとめ て. -ム ふと、 

『， ふ， IlT  ^：：分 のかけ る 範^ を， Z 山來る だけ-: -ル 全に かく こと、 他人が かける こと は 他 入に 任せる こと。 

『實感 を 東 ん じて、 1収 は ^^\」 な い 處ま で 良心す る どく 排斥す る こと、 實感 - J そ 無限 の 深さ を 暗示す る もの だ， 

「木 常にな つ てかける こと を かく こと、 全力 を 出し切れる 材料に のみぶ つかる こと。 

^內 からかく こと、 外から つくった もの はか、 ない。 的爲實 から はなれな いこと。』 

それ 等が nt: の特 になつ てゐ ると W 心 ふ。 


もう 一 つの 特 5^ は、 ： 人才 讚：^ であった。 

D 樺の 仲^の 人 は 西洋の 畫が 好きだった。 セザ ン ヌゃゴ ォホ、 ゴ ー ガ ン、 "ダン なぞ，：： 禅の 人 逮に隨 分 影響 を與へ 

た 0 

又 ホイットマン、 ゾ レ ー ク なぞ も，： n 樺. の 人達に 隨分 影響した。 それ 等の 人は實 によく 自. u を 生かした 人と して 彼等 

に 愛された。 

食 ふに 困らなかった 彼等 は、 純粹に 何にも 恐れす に 愛し 得る もの を 愛した。 彼等 は 人^の 灰 €3 を よろこばなかった- 

仕事に 冷淡な 人 を よろこばなかった。 中途半端 を 好まなかった。 

n, しの 仕事に 沒 頭し、 中お 莨 無比に 自己の 仕事 をし 上げた、 人類 的な 藝術家 を 愛した。 ■ 

文藝 や、 X 才ゃ、 人 を 熱愛す る こと を 彼等 は敎 へた。 それで 一 時、 白 樺 熱が^い 速 中に 流行し 出した。 ベ.' やそれ 

等の 多く はプ ロレ タリ ァ の 運動に 入ったら しいが、 しかし 一 時 は. nil: の 熱 は 若い 人 を 燃やした U 

しかし その 埶 一は 秀れた 才能 を もつ 人で ない ともち こた へられない ものだった。 义享樂 的な 人 はわき に それる より：^ 

方がなかった。 

へ， でも 彼等の まいた 種 は 少数の 人に うけつがれて ゐ るが、 それ 等 のん はま だ 頭 を社會 的に もち 上げて 來 ない。 來っ 

つ あるが、 それで 人 々は.！：： 禅の 運動 はすぎ たかに 思って ゐ るが、 僕 はむしろ 之から、 水 常の」 乂舉が 起って くる こと を 

じ- それ 等の 人に 何等かの 影響 を與 へ る こと を 信じて ゐる。 

つまり- 乂舉の 仕事に 一 生 を ぶちこめる 人 は、 ，1: 棒 流の ゆき 方 をす るより 仕方がな いと 3 あって ゐる。 十 " 八， 来两の * 人ト 


の 歩い た 道 を 歩 かう とする ものに と つ て、 n: 本に 白樺 の 運動が あった こと は 意味が ある ことになると 思 ふ。 

いくら 淋し くも 自己 の 道 を 歩く、 忠赏 に 歩き 通す。 さ う 云 ふ 人々 は ，门 樺 の に 知己 を 見出す で あ ら う 0 

,:H 己に 正直に なると 云 ふこと は美德 である。 文 藝の士 にと つて は 最初の 條件 である。 しかし 之が 樂な 仕事で はない 

の だ 。思った より 困難た ので ある。 殊に n 木の 如く、 お 子 根性の 强ぃ國 民で はな ほ W 難で ある。 それだけ 淋しい 近 

を 歩く ものに はお 樺の 人々 は 朋友になる であらう。 

人類が 生長す るた めに は 個人 は 徹底して 進歩す るの がい、 し、 徹底して 良心 を 働かした 仕事 をす る ことが 必要な の 

で 、 そ の 必要な も の を ほ摔 の 人達 は 持つ てゐ る。 

衆と せ、 に饒 古る ことの 出来る 作家 に は 、 ft: 樺 は つまらたい 存在 かも 知れない。 しかし 民衆と は異っ た 道 を 歩く の 

を 恐れない ものに は， 曰 樺 はい、 伴侶になる であらう。 

我等 は 民衆 は 馬鹿に はしない。 しかし 民衆に 媚びようと は 思 はない。 自分に 何處 まで も忠實 になり、 £1 分が 本氣に 

なって かける もの 計り を、 自分の 藝術的 本能に 從 つて やって ゆかう と 思って ゐる。 .. 

他人 にわかって もら ふために、 自分 の 良心 を ごまかさ な い C 

我等に 創作させる もの は 人類の 意志で ある。 だから 我等 はかく 時、 自分の 血 や 神經が 人類 全體 にしみ， こみ、 ゆき わ 

たる こと を のぞんで 筆 をと る。 しかし 倘 人が まだ 人類の 意志 を 受け入れる だけ 生長 して ゐ ない 時、 人類の 意志 に 不忠 

實 になって まで 人々 にわかって もら はう と は 思 はない。 ある 個人に わかって もら へない の はやむ を 得ない。 それ はわ 

からない 方が まちがって ゐる 場合 も ある。 俊 達 は 人類の 意志 に從 つて 仕事 をしょう と 思って ゐる。 その他 は 問 g にす 


る こと を 恥 ぢてゐ る。 

〇 

この 人類の 意志に 支配され て 仕事 をして ゐる もの を 僕達 は 天才と よんで ゐる。 天才の 作品に ふれる ことで 我等 は 生 

きる 喜び を 得る ので ある。 我等の 生命が 充實 して くれ、 こんな 人 問もゐ るの かと 云 ふ 喜び を 得る。 彼等 は 我等より 深 

い 動機で 仕事 をして ゐる。 忠赏 無比な 仕事、 充實し 切った 仕事 をして ゐる。 ごまかし 仕事 は 勿論、 頭のう ごかない や 

うな 仕事 はして ゐ ない。 描寫は 的確で、 要領 を 得、 かゆい 處に 手が と^いて ゐる 以上で、 "ヅム はなり ひ、. - いて ゐる ( 

我等 は それ を讀 むこと で滿 足す るので ある。 

さう 云 ふ 作品で ない と 我等 は 尊敬 出来ない の だ。 だから 尊敬 出来る 作品に は 減 多に ふれられない。 しかし 其.！ まで 

ゆかない 作品で は 物足りない。 日本で もさう 云 ふ 作品 をつ くり 出さない では 我慢が 出来ない と 云 ふの が 彼等の 運動 だ 

つた。 あとで 千家 元 麿が 詩人と して この 仲間に 人り、 畫家 では あるが、 岸 田 劉 生 もこの 仲間に 人れ る ことが 出來 るか 

と m 心 ふ。 倉 田 百 三 も、 この 仲間の 一人と しても い、 かと 思 ふ。 自己の 道 を 正直に 歩いて ゆく もの、 一生 ぶっ通して 本 

氣 になれ る 道 を 歩く もの、 .E 己の 足で 立つ もの、 それが 彼等の 仲間で ある。 ごまかし もの や、 黨派 根性の ある もの や- 

ある 主義で もの を 見る もの は、 彼等に はもの 足りない。 自分の 足で たち、 自分の 實感 でもの を 云 ひ、 他の 不純な 動機 

に 負かされ すに、 忠實に 自分の 仕事 をす る ものが、 彼等に 愛され 信用され る。 

彼等の 先 華で は 夏 目 さ ん や、 獨歩 に さ う 云 ふ處が あつたつ- その 人の 生活の 深さ か らぁ ふ れ せ-な い 一一 は 彼等に は も 

のたり ない Q だ。 個性の 價値を 本當に 知った 處に 彼等の 特色が あると も r ム へる。 

7n 滩」 C 巡 動  二 五 


じ^それ ま-わざと 出， —た では.. In くたい。 ..H づ， こ たもので なければ、 なを^む こと を 彼 や に よろこばたい。 

"个凡にI:5^SS!る ニとは恐れなぃ。 た f 全心 を こめて 本當 のこと を ヘム ひたいの だ。 

〇 

,u 然 主義の 人達 も、 自 然を 何處ま でも 正直に 兑ょ うとした。 しかし H 本の 自然主義の 作家 逮 はか V ないで ゐられ な 

ぃ氣 持が、 n 禅の 人逮 とちが つた。 白樺の 人達 は、 自分が 默 ってゐ られ ない ことが かきたかった" 

心の 要求の 方が 主た ので ある" M: じ描寫 をす るので も、 無意味 や、 職業的 描 1  おで は滿 したい。 向 生活と 結び 

ついて ゐる ことが 必要な の だ。 心が 動かない 描寫 をす る こと は 元より 好まない。 ns- の 人に もい ろ/ \ あるが、 火體 

ム つて さう である。 それから 人生 を 愛し、 尊敬して ゐる點 も 特色 かと m 心. -5。 

〇 

揮の ャ は 八， や 多く は ™: 卜 を 越し、 ある もの は 五い に 速して ゐる、 前 程、 我む しゃら ではた く、 おちついて 米 

てはゐ るが、 今でも 本 I 来に なって、 ^111分の ー桥 かきたい もの を かく こと は 昔と か はりがない。 た， 乂 いくら 力つ-.?^ の 

ものに たいして 寬大 になり、 _5 -洋 的に なって 來てゐ る。 

もし 藤 史的に 見て、 n 樺が H 本の 文舉史 にどう 云 ふ 足跡 をの こす かと- -ム ふこと は 他の 人の 方が 知って ゐ るかと 思 

が、 しかし C 樺の 一番の 特色 は 存外 多くの 人に 知られて ゐ ない。 

なぜかと 云 ふと {!: 樺の 運動の 一 番 大事な 點は 今の S 本の 文壇で は 一番 無； S されて ゐる點 とも 兑られ るから だ。 

W 人と か、 ぉ1とかを通して人類の^^!^志を生かすなぞと云ふことは今の人の見《&もっ かなぃ點だと出ゎぶ。 し 力し =3 ハ 


^がわ か ら な い で は n 榨 の述 動の こと はわ か ら な い 。 

〇 

つまり 我等 をして 創作させる もの は 何 か。 

この 何 か をい ろ/ \ 解剖す る ことが 出来る と 思 ふ。 

第一 余で ある。 金と るた めに 商品 を かく、 か k なければ 食へ ない。 其處で 新聞 ゃ雜 誌の；^ 文通り の もの を かく。 し 

かし それなら 金 を 自分 で 出して も创 作を發 表す る 本能 は 何處か らくる か、 

第二、 名譽 心、 だが かけば かく 程惡 n を- -ム はれる こと を 知っても、 なほ か、 ないで は ゐられ な いのは どう ーム ふわけ 

か、 かう-ぶふ 風に かけば ほめられる こと を 知りながら、 わざ/ \ 賞 めら れ ないやう たかき 方 をす るの は なぜか。 名譽 

り を あてに して ゐた ら剖作 i ちほ 遂に 失 土し、 絡 は卞： す るに ちが ひない。 批評家の 寸" 文通り の もの を かいて 赏め られた 

がる 作 {. ^はいかに 兑 じめ であるか。 

第二、 それなら 何 か。 性愁 か。 性^から 生れる 文舉も あるか も 知れない。 しかし 件 慾なら 文舉 よりもつ と^ 接 法な 

むの が あるし、 文學 の- z: に 性的な ものと まるでち がふ ものが ある。 本氣 になって かけば かく 程 性から 超越す る 合 も 

いくらでも ある。 早い 話しが、 1^ 婦を かいても、 かく ことに ムキ になれば 性愁 は何處 かへ 行って しま ふ。 性的で 仕事 

に ムキに はなれない。 

第 叫、 それなら 何 か。 M 分の 內 にある もの を 他人に まちが ひなく つたへ たい 本能が 文舉を 生む の だと m 心 ふ。 しかし 

それに もい ろく ある。 功利的な 立場から もの を かく 場合が ある。 しかし さう 云 ふ 時、 結 が 功利的に ならなかった 

「^^ 稀」 の述勁  二 七 


「お 棒」 の . 動  二八 

らど う なる り も つ と 純粹に 我等の 內には 他人 にった へたい ものが あるので はない か 0 熱の 高い もの は自づ と 熱の 低 い 

ものに 埶ーを 送る。 それ は 自然で ある。 我等が、 川へ おち かけて ゐる人 を 見れば 思 はす 聲を 出す、 之 は 自然で はない か。 

义何か 面.：：： い ことがあ ると 他人に 饒舌り たくなる。 戰ハ；^した人はたぇす戰爭の話をしたがる。 眞现 をつ かんだ もの は、 

その 眞现を 人に 話したがる。 自分の 內に 人生に 役に立つ もの を 多く もつ てゐる もの は、 その こと を 饒舌り たくなる の 

は當然 ではない か。 それ を 饒舌ら す もの は 何 か。  - 

我等の 內の血 は 全身 を 廻りたがって ゐる。 

それの やうに 我等の 內 にある、 本當の 經驗は 他人に 默 つて ゐられ な いのは 當然 ではたい か。 その 經驗 した ことが 他 

人の 生命と 交涉が あれば ある 程默 つて ゐられ な いのは 自然で はない か。 僕達に 攀を とらす の はこの 自然で はない か。 

だから 默 つて ゐられ な いのは 當然 ではない か。 この 當然な 力に 支配され る 程度で 作品に 力が こもる か、 どうかが き 

まるの だと 思 ふ。 

だから 今プ a 派の 人々 が 一 番ム キ になって 仕事が 出來 るの は當然 だと 思 ふ。 だが そ， の ムキ になる 理由が、 人類の」 お 

的 現象に た いする 應急 手段と して 起る ムキ さで、 しか も應急 手段と して は あまりに 型が 出來 すぎ てゐ るので、 文學的 

に は 面，： ：！ くない。 新鮮な 感じが しない。 お 弟子 根性の 强 いもの 程大膽 になれ る もの だが、 よむ 方 は 閉口す る。 頭は自 

由 自在に 動きたい もの だが、 竹筒に 入れられた 蛇の やうに 動かされて は 閉口す る 方が あたり ま へで ある。 若々 しい 頭 

を もって ゐる ものが、 自由自在 を 欲しな いのは 寧ろ 不思議な 氣 がする。  - 

僕 速の 欲する もの はもつ と 強大な タガ 破りで ある。 竹简の たかを 通る と 竹づ、 が 自づと 割れる ものである。 


他人の つくった 考は どんなに 秀れ てゐて も、 文學^ にと つて は 害が ある。 宗敎的 作品 はどう も 面， 门 くな レ- 

ft 村鑑三 氏の かく もの もク" ス チャン になり すぎて ゐ たの を 自分 達 は IE しがった もの だ。 

SEPi,n: 樺の 同人が 食 ふに 困らなかった のは强 味で も あり、 弱味で も あり、 又强 味で も あると 思って ゐる。 經驗の 

. 範圍 がせまい の は その 弱點 である。 しかし 純 粹な氣 持で 文 寧が やれた のは强 味で も ある。 殊に 日本の やうに、 お 弟子 

根性の 强ぃ 人が 多く、 自己 を 持たない 人が 多い 時に、 自己 を 生かし 切る こと を 主張し、 我む しゃら に 生きよう とした 

仲 問 が 居た こと は 無意味で はない と 思 ふ。 

W 人が 侮辱され る こと は！.： 制 を 意味す る。 個人が 自由 をた のしめ、 獨立 人と して 生きられる 世界 は 一番い、 世界で 

ある。 今では 獨立 人に なれる 人 は 少ない が、 しかし 個人の 尊嚴は 主張され る こと を 人類 は 望んで ゐ るので ある。 奴？ 1 

人に は 思想 の 自由がない と间 時に 個性の 面..：：： 味が ない。 打って は ひ く 氣魄が 感じら れ ない と 面.. n くな い 。 

文舉の 世界で は E 人が 必要で ある。 ，2 樺の 中から 天才が 出た かどう か、 それ は 知らないが、 ともかく 眞の文 舉が生 

まれる 時、 我等の ゆき 方が よかった ことが わかる であらう。 

古今東西 のどの 天才 をと つて 来ても、 我等の ゆき 方 をして ゐる。 他の ゆき 方 をして ゐる もの はない。 ある 主義 を も 

つて ゐ たにしても それで 彼等 は 自由 を 失はなかった。 い、 たい こと を 云 はない やうな こと はしなかった。 他人 や 仲^ 

の 顔色 は 見なかった。 云 はないで は ゐられ ない こと、 書かない では ゐられ ない こと を かいた。 

〇 

白樺の 道は刖 にか はった 道ではなかった、 文藝 を本當 の文藝 として 一 番 すぐれた もの を 生み出さつ とした だけ だ。 

「白樺」 の 運動  二 九 


各 D が SI 分に 許された 道 を 力強く 歩く こと を slf! んだ だけ だ。 

だから 文舉 上に 1^ にある こと を 主張し はしなかった。 どの 文學 でもい --、 どんな 文學 論で も その 肯 C えの 半面に 於て 

は H:.at してい、、 しかし 否定の 半面に は赞成 出来ない。 それが俟の^5?へ方だ。 

^31 然 主義、 惡 くない、 随分い 、ものが 出て ゐる。 しかし 口 マ ン チック を 否お したら。 その 否 {儿 はよ くない。 口 マ ン 

チックな もので も秀れ てい 、ものが ある。 文 の^ 界は ひろい、 どれでもい 、の だ。 たぐいけ な いのは ごまかし もの 

だ、 へ 不足 だ、 柄に あはない こと を かく こと だ。 

巾 は 常に 巾であって い、。 乙 は 常に 乙で あってい \ の である。 た i^s- は <S により W になり、 乙 は <S により 乙に なら 

たければ ならたい。 - 

しかし それ も 意識して なった ので は 面 n くないの である。 

〇 

日本人 は 他人 本 で 有 てられる。 すぐ 「そんな こと をす ると 他人に 笑 はれる」 と 子. 供の 時から ヘム はれる。 

しかし 我等 は 他人の ために 生きて ゐ るので はない。 我等 は， M: からく る 力で： きて ゐ るの だ。 この 力に 忠 衆に ならう 

としたの が 我等で ある。 

內 心の 要求、 それ を やかましく-" ムひ 出した の は， ：！： 禅の 人逹 ではない かと 思 ふ。 

人類愛と か、 人類の 意志と か、 心の 要求と か 云 ふ-一一；：： 葉で よく 笑 はれた かと ほふ ふ。 しかしこの要求なしに.^?-舉は生 

まれない の だ。 -2： 心の 要求 ii"^ りで 霄紫は 生まれたい、 しかし f;n*: 水が^ まれる の は. 2： 心の チ ぶ 求が あるからで、 要求の な 


い 言葉 は 生まれない。 それと 问 時に 文 學 も.，？： 心の 要求な しに は 生まれない。 しかし その 要求に もい ろ/ \ ある。 その 

要求が カ强 く純粹 である ことが 大事で ある。 

その 要求が 弱く、 他の 要求が 强ぃ 時、 その 作品 は逋 俗に 墮 したり、 淺簿 になった りする。 ごまかし ものに もな りい" - 

い。 未熟な もの も 出来る。 要求が 强ぃ 計りで も 未熟な 幼稚た ものになる が、 要求の ない 處に 力強い 作品 は. まれない ( 

だからい --乍 品 を かくに は 賢く たる こと、 人々 の 生命 を 愛する こと、 人々 の 運命 を 心^す る こと なぞが 大事で ある ( 

又 人事 計りで たく、 自然 その他に たいする 興味の 深さ も 必要になる 。要するに、 文學を 志した wk、 人類の^ になる 

や-つな 文學 をつ くりたい。 それが つくれない やうたら- 乂舉 はやめた 方が い \。 少 くも 文學者 だと は-;. ム はす、 た. V 逬樂 

に や つ て ゐ る と ：- ム ふより 仆方 が な い 一」 

0 

..z: 樺の Zi: 人 は、 文 舉の 標準 を 高く もって、 人類に 役に立つ 作品 をつ くりた く  W 心って 文學を やった の だ。 H 木のお； 

は 人 問 を いぢけ さす ことが うまい と考 へ てゐた 彼等 は、 時に 我む しゃら であり 、「ケ に兑 ろ」 なぞと 叫んで ゐ たが、 し 

かし そ れ だけ 仕事に は 熱心 であり、 叉埶 一心な 人 を 愛した し 

一 生 を ぶっ通して 自分の 藝術を 熱心に 築き上げ たもの を 彼等 は 愛した。 

ロダン、 セザ ンヌ、 ゴォホ なぞ、 さう 云 ふ點で 理想的 人物と して 彼等 は 尊敬した。  パ 

古の 人間の 方が、 個人と して 今の 人 問より ナ、 きな 仕事 をして ゐ るの は、 傅統 もよ かったら つが、 それと！ I： ゆに、 他 

のこと に氣 を！！^ はれす、 全力 的に 仕 が出來 たからで ある。 十 力が あると すると 卜：： のん は トのカ を ； つに して ほ 分の 

「，：！ 禅」 e  ？^:! 刺  三 一 


-u 稀」 C  5S 顿  ！ ニニ 

\ を 

道 を ひたすら 歩け た。 しかし 八， の 人 はよ し 十 力が あっても いろ/ \ の ことに 氣 が^はれて、 -ZI 分の； iiisi に は 五つ か-:.: 

つ 切り 力を入れられない。 だから かく ものが 何となく 手う すで、 力が 不足して 見える。 線 一 つ ひくので も 全力 的 修業 

が つんで ゐる 人と、 つまたい 人と はちが ふわけ だ。 一人で 恭も 將棋も マジ ヤン も ハナ もやる、 どれ もい、 加減に すま 

す ことになる。 心の 入れ やうが ちが ふ。 だから 今の 人で も、 心 を 一 つに まとめて 自分の 仕事に 沒 頭し、 他の 人 や、 事 

に 動かされない 質の 人 は 大きな 仕事 をす る。 11 ダン、 セザ ンヌ、 ル ノア ー ル、 ブル デル なぞ は そのい、 例で ある。 一 

つの ことに 全力 を そ.^ げる、 さう 云 ふ 人 を 熱愛し、 一 生のカをっみ東ねて仕事をした人に驚t>^v'る* それが .{E 樺の 人 

の 理想の ゆき 方で ある。 

〇 

普通の 仕事 や、 ごまかし 仕事で は 我慢が 出来ない。 全力 的な 仕事が したい * 又 全力 的な 仕事 を 十 年 二十 ハ牛、 三十 年 

とやらなければ 自分の 仕事 はものに ならない のが、 あたり まへ だ、 さう 考 へて、 自分の 仕事に 精進しょう としたの が 

ね 樺の 人達で ある。 

他の 人に もさう 云 ふ 精進 をして ゐる 人が あれば、 白樺の 人 は、 我黨の 人と して 尊敬す る。 

して c 分の 仲 Si だけよ く なれば い. -と云 ふので はない。 日本に 優れた 文藝が 生れ \ ばい、 の だ。 

〇 

だからお 樺の 特色 は 自己 を 生かす と 云ふ點 にある と 見ても い 」。 自己 を忠 i 莨に 大きく 生かす こと を. 自分に も 望み、 

他人に も む、 それが お 樺の ゆき 方で あり、 人 問の 生命 を 手段 視 せす、 又 自分の 都合の い、 やうに まげようと せす、 


すべ て の 人が 自己 を 忠實に 生かす こと を 望んで ゐる。 それが 白樺 だと 云っても い 、。 

「和して 同ぜす」 それが 僕達の 望みで ある。 自己 を 生かす ことで ますく 他人が 自己 を 生かす ことに 役立つ。 

お 互が 自分 を 殺し あはす に 調和して ゆく、 自己 を 正しく 生かせば 生かす 程、 他人の 偭性も 生きる。 ホイットマンが 

自己 を 生かしぬ いて くれた こと は、 又 僕が 自己 を 生かす のに 實に 役に立って くれて ゐる。 トルストイ だって、 ドスト 

H フ スキ ー だって さう である。 フラン スの畫 家セザ ン ヌが こっく 自分の 藝術的 本能に 忠實 無比に なって 仕事 をして 

くれる。 それが 僕達 を 心から よろこばす。 皆 自己 を いつはらずに 仕事 をして くれる、 それが 一番 嬉しい ことなの だ U 

其處に 人間の 面白さ を 見て ゐる。  - 

それが 白樺の 連中な ので ある。 

だから 自己 を まげた もの は 好きに なれない。 それ は 人間 を 侮辱す る ものの やうに 思 はれる。 

妥協 を せす に 自己 を 生かし ぬく こと、 それが つまり 他人と 最も 深 ぃ處 において 調和し て 生き て ゆく ことになる〕 北ハ 

處 が面甶 いの だと 思 ふ。 妥協と 云 ふの は 自己 を 曲げたり、 いつはつ たりして 他人と 仲よ くして ゆく ことで ある。 調和 

と-" ム ふの は 自己 を 生かし 切った 同士が、 仲よ くつき あつ て ゆく ことで ある。 妥協 は 自已に 正直になる ことによってく 

づ れ る、 調和 は 自己 に 忠赏に なれば なる 程 得られる 。 

眞の 詩人 は 妥協し ない、 たと へば 蕉ゃ、 一茶の 句 は 安 協して はゐ ない、 だが 我等 は 喜ぶ 。妥協して ゐ ない 處 がう 

れ しいの だ。 

フラン ス にルォ ー と 云ふ畫 家が ゐる。 僕 はこの 畫 家の 畫が 始め 大嫌ひ だった。 だが 彼 はます く 彼になる ことで、 

「白 樺」 の 運動  三 三 


とう/ \ 僕 は 彼の 赛を 熱愛す る やうに なった。 彼が 自己 を 生かす こと は、 叉 僕の 自己 を 生かす ことにな つた J 根に お 

いて 一 つなの だ。 その 一 つの 所が 生きた の だから、 僕 も 生かされる ことになる。 

其處が 面白い 處だ。 

お^ 辭を 云ったり、 自己 を いつはった りする ものに 僕 等は感 心 出来な いのは 當然 であ る。 僕 等が 感心し 切 るの は自 

己 を 生かし 切った 人に 限る。 それと 同じく 僕 等 は 叉 僕 等 を 生かし 切れば い \ の だと 思って ゐる。 唯生かすと：；^ふこと 

は樂 でない だけ だ。 純粹に 自分に なり 切る ことが 必要な ので ある。 自分 をます/^ 賢く 深め、 自分の 才能 をます./ \ 

^えさす ことが 必要な ので ある。 それが 出来れば、 自己 を 生かす こと は 他人 を 生かす ことになるの である。 

この こと を 本當に 知った のが. m 樺の 人達と 云っても い 、やうに 思 ふ。 なぜかと 云 ふと かう 一- ム ふわ かり？？^ つたこと が 

日本の 批評家に はわ かって ゐ ないから である J 彼等の 多く は 自分と 同 一 色の もので ない と 面白がらない、 感心し ない。 

人 問が かたより、 いぢけ、 小さく なること を 望んで ゐる やう だ。 つ ひに は 人？ i が 自己 を 持って ゐる のさへ ぃナ ない 

やうに 云 ふ。  . 

人類の 意志 を 知らな すぎる ものと ほふ。 
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